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2010年供用開始された国際線エプロン　2012年国際線枠９万回へＴａｋｅＯｆｆ

東京国際空港は、年間約6,000万人の航空旅客が利用す
る国内航空輸送ネットワークの要です。
東京国際空港再拡張事業は、４本目の滑走路と国際線
エプロン等を整備し、年間の発着能力を30.3万回から
44.7万回へと飛躍的に増大させ、発着容量の制約の解
消、多様な路線網の形成、多頻度化による利用者利便の
向上を図ることを目的としています。2010年10月21日、本
事業で整備した国際定期便の就航に必要な施設が供用
開始され、32年ぶりに本格的な国際化を果たし、昼間3万
回、深夜早朝3万回の合計6万回の発着枠が国際定期便
に割り当てられました。それに伴い、アジア近距離路線や、
深夜早朝時間帯における欧米を含む世界17都市への路
線が就航し始めました。再拡張事業後の国際線の発着回
数・旅客数は２～3倍、貨物取扱量は６～15倍に増加し
利用されています。
そして2012年、政府の新成長戦略に基づき国際線９万回
への増枠等を達成するため、3スポット増設を含む国際線
機能の拡充を図ることとなり、拡充整備が始まりました。
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既設工事 新設工事

基本施設（舗装）

性 能
SPECIF ICATION

設  計
DESIGN

設  計
DESIGN

アスファルト舗装
●GSE通路部

NCコンクリート舗装
●エプロン部

スリップフォームペーバ方式によるコンクリート舗装打設

DESIGN BUILD

航空機が駐機するエプロンは、耐流動性（わだち掘れ防止）・耐
油性に優れたNC（無筋コンクリート）舗装としました。エプロン
舗装面の高さは現況地盤高より2.5m程度高いため、盛土造成
による不同沈下が生じ、航空機の走行性能、排水性能等の問題
が危惧されました。そのため、不同沈下シミュレーションを行い
勾配修正が必要な範囲とその時期を推定しました。一方、エプ
ロン舗装の構造検討としては、長期に渡る設計供用期間を鑑
み、エプロン舗装の曲げ強度のみならず破壊確率を考慮した疲
労強度に着目し、維持管理計画にまで反映させた我が国初とな
る空港舗装フル対応型の信頼性設計手法（疲労度設計法）を開
発・適用しました。このように勾配と構造安定性について経年変
化を検討することで設計供用期間50年間におけるリスクを明確
にしたうえで、適切に予防保全の考え方を取り入れ、サービス水
準の確保とライフサイクルコストの低減に配慮した設計を行い
ました。

空港舗装フル対応型信頼性設計
NC（無筋）コンクリート舗装の採用
曲げ強度 5.0N/mm    t=460mm  71,793m

t=470mm  270,954m

最新の知見を取り入れた空港舗装
フル対応型信頼性設計
曲げ強度 5.0N/mm²    t=460mm                 4,001m²

t=470～640mm  37,470m²
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航空機が駐機するエプロン部においては、航空機の安全な運航や駐機中の燃料供給等に配慮し、耐流動性（わだち掘れ防止）・耐油性に優れ
た舗装が必要となりました。また、設計供用期間50年にわたる舗装構造の耐久性と規定勾配を満足するように設計及び維持管理計画を策定
することが求められました。

施 工
CONSTRUCTION

実物大実験の模様

事業用地内にコンクリートプラントを設置すると
ともに、舗設工法としてスリップフォームペーバ
方式を取り入れたセットフォーム工法を採用する
ことで、大量高速施工を実現しました。
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高強度コンクリートの使用
曲げ強度5.5N/mm    t=460mm  11,443m
エプロンエリアにおいて不同沈下量が大きく発生すると予想された
エリアに高強度コンクリートを採用することにより、耐力および疲労
耐久性を確保する設計を行いました。国内において初めての採用
であったため、実物大実験をはじめ数々の試験を実施し、設計から
施工にいたる一連の性能評価を行いました。

2 2

北側エプロン

GSE橋梁
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平成24年度以降引渡し施設のエプロンは、交通量の増加に加え、B777-300ERやB787-8等の脚荷重の大きい機材への対応が必要となり
ました。性 能

SPECIF ICATION

要求性能の変更に加え、新しい知見を取り入れた疲労度設計法にて実施し、ひび割れ度がCランクになる舗装版が発生しなくなる様、
舗装版厚を設定しました。
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項目 変更内容

平成18年度実施設計と今回設計における変更点

設計対象機材・機材別交通量
航空機荷重

交通量の増加に加え、B777-300ERやB787-8等の新しい航空機への対応　　　　　
（要求水準書の変更）

疲労度解析における応力算出
に使用する温度応力式 舗装版厚の効果を取り入れた温度応力式の採用（空港舗装設計要領の改訂）

疲労度解析における版上下面
の温度差発生頻度

舗装版厚が大きい舗装での版上下面の温度差発生頻度の実績を採用　　　　　　
（空港舗装設計要領の改訂）

疲労度解析における疲労曲線 舗装版厚による低減効果を考慮した疲労曲線式の採用（空港舗装設計要領の改訂）

脚応力算出においてFEM解析
に用いる路盤支持力係数

路盤構造を強化し、路盤支持力係数を70MN/m³→100MN/m³へ増加させる路盤構造
の採用





航空保安施設
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付帯施設



構内道路・駐車場

タクシープール



緑地
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初期点検・初期調査

維持管理業務計画書の確認・見直し

保守・点検業務

（劣化予測）
健全度評価

維持工事
の必要性

全体評価による各施設・部位の補修工事
実施時期の検討と補修工法の選定

補修工事
維持工事

維持管理

システム記録

補修工事
の必要性

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

調査業務

維持管理データに基づく

変状予測の再検討

補修工事
応急
復旧工事

大規模
補修工事・ ・

※

頻度の設定を行っ

ている維持工事は、

健全度評価と無関

係に、設定期間ご

とに実施する。

維持管理

維持管理フロー図

本業務では点検結果をもとに施設の健全度評価を行い、評価基準がＣランク
となった施設については速やかに補修を行うことで、サービス水準の維持に努
めています。維持管理対象施設のうち重要度が高い施設については、予防保
全の考え方を適切に取り入れて補修時期や補修方法を選定します。

様々な緊急事象の特性を踏まえた危機管理マニュアルを整備しています。危
機管理マニュアルでは緊急における対応を適切に行うための体制や連絡手
段、緊急事態に備えた資機材や補用品について定め緊急時に備えています。
特に台風や地震時の緊急点検は、空港の供用性確認を目的とした点検ルー
ト・点検項目を定め、広域な維持管理対象区域を効率よく点検出来るよう計画
し訓練・教育を併せて行っています。

維持管理業務は設計施工により整備した施設を対象として、24時間365日の体制で点検業務・調査業務・維持工事・補修工事を行うものです。

緊急時の対応

健全度評価と予防保全

日常点検

エプロン監視用ITV　点検清掃

VDGS定期点検

キュービクル精密点検

ガイドライン塗り直し(常温)

排水施設の点検緑地点検

目地破損(角欠け)緊急補修

検討状況

健全度評価

水準測定

沈下量予測

FWD試験

エプロン清掃状況

入力状況剪定状況

補用品倉庫大雨後の点検

重要度区分図

誘導路灯定期点検

エプロン巡回点検

ＰＦＩ事業は設計・施工・維持管理がワンパッケージとなった発注であるこ
とが大きな特徴としてあげられます。設計段階ではサービス水準の維持・確
保を目的としてライフサイクルコストの低減に努めた設計を行うとともに、維
持管理段階では予防保全の考え方を適切に取り入れ、より合理的な維持管
理業務計画を策定しています。また、危機管理マニュアルや維持管理システ
ムにより、迅速で的確な管理体制を構築したうえで業務を遂行しています。

評価
基準

A

B

C

B1

B2

B3

一般的状況
維持工事・補修工事の必要性

予防保全対象外施設 予防保全対象施設

変状がない、
もしくは軽微な場合

維持・補修
の必要なし

維持・補修の
必要なし

維持・補修
の必要なし
（要経過観察）

状況に応じて、
維持・補修を行う
（要経過観察）

変状があるが、安全性、
使用性、耐久性に影響を
及ぼす予兆がない場合

B1とB3の中間の状態

変状があり、安全性、
使用性、耐久性に影響を
及ぼす予兆がみられる場合
変状が大きく、安全性、
使用性、耐久性に影響を
及ぼす場合

監視職員と協議し、
補修工事の必要性
を判断する。

監視職員と協議し、
補修工事の
必要性を判断する。
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